
 

 

委託試験成績（令和３年度） 

 

担当機関名 

 部・室名 
黒東地域農業技術者協議会 

実施期間 令和 3年度 新規 

大課題名 Ⅰ  大規模水田営農を支える省力・低コスト技術の確立 

課題名 Ⅰ-２ 密苗播種・移植システムに対応した薬剤側条施用技術の実証 

目 的 

〇JA みな穂管内は、水稲を中心とした主穀作経営体が担い手の大半を占めてお

り、県内ではトップクラスの農地集積率となっている。また、ほ場のほとんど

が 30a 区画以上であり、一部では 1ha の大区画ほ場が整備されてきている。 

〇一方で、農業従事者の高齢化に伴い、労働力の確保が問題になってきており、

特に多くの人員を必要とする田植作業の省力化が望まれている。 

〇こうした中、近年、大規模経営体を中心に密苗栽培の導入が進んでいる（R2 取

組面積約 750ha）が、慣行栽培に比べ欠株が多いことや箱施薬剤の薬量不足に

よる病害虫発生リスク等が課題となっている。 

○このため、①田植同時側条施薬等による防除効果の実証を行うとともに、  

②オート田植機と密苗を組み合わせた田植作業の軽労化の実証及び密苗の移

植精度等を検証する。 

担当者名 新川農林振興センター農業普及課入善・朝日班 宝 田 研 

１．試験場所 

富山県下新川郡朝日町舟川新 

 

２．試験方法 

(1) 供試機械名  オート田植機（密苗、田植同時側条施薬） 

(2) 試験（実証）条件 

ア．圃場条件  沖積砂壌土（1ha 区画整理済） 

イ．品種名   コシヒカリ 

ウ．栽培の概要 

播 種  4/24（播種量：225g） 

田 植  5/10（オート田植機・側条施肥） 

基 肥  Ｊコートコシヒカリ 1号 39kg/10a 

栽植密度 18.3 株/㎡ 

雑草防除 かねつぐ 1 ｷﾛ粒剤（田植同時） 

ボデーガードプロ 1 ｷﾛ粒剤（5/31） 

病害虫防除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防除時期 試 験 区 慣 行 区 

播種時・移植時 
箱入り娘粒剤 

1kg/10a 

（田植同時側条施薬） 

ﾙｰﾁﾝﾌﾞﾗｲﾄ箱粒剤 

 50g/箱（播種同時施薬） 

14箱/10a 

出穂直前(8/2) 
ｽﾀｰｸﾙ液剤(8 倍)＋ﾓﾝｶｯﾄﾌﾛｱブル(8 倍) 

0.8ℓ/10a（ＲＣヘリ） 

穂揃期(8/9) 
ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ(4 倍) 

0.8ℓ/10a（ＲＣヘリ） 

 



 

 

３．試験結果 

【病害虫発生状況調査】 

・病害虫は、試験区(田植同時施薬)、慣行(播種同時施薬)とも発生が見られなかった(表 1)。 

・また、ＪＡ管内でも、初期害虫や葉いもちの発生はほとんど見られておらず、紋枯病の発

生も少ない。 

【生育調査】 

・育苗日数は 17日程度であり、概ね適正な育苗日数であった。 

・苗質は、苗丈や苗令、乾物率が通常の苗と比べて軟弱であるが、密苗としては概ね標準的

な苗質であった(表 2)。 

・田植時は、植付本数が 4.1 本/株、植付深さ 3.9cm と概ね適正であった。また、欠株率は

3.0％と通常区より多くなったが、問題にはならない程度であった(表３)。 

・密苗区の生育は、通常と概ね同程度で推移した(図 1)。また、草丈も通常区と同程度であっ

た(図 2)。 

・茎数は、田植後に強風の日が多く、それに伴い深水管理の日が続いたことから、初期分け

つの発生が遅れ、初期生育は通常区に比べ少なくなった。それ以降は、通常区と同程度の

伸び率で推移したものの、茎数は少なくなった(図 3)。 

・葉色は、初期生育の不良に伴いやや淡くなっていたが、6 月中旬以降は通常区より濃く推移

した(図 4)。 

【収量及び収量構成要素】 

・生育期は、田植期がほぼ同時期であったが、密苗区の方が幼穂形成期で 3 日程度、出穂期

で 2日程度、成熟期で 6 日程度遅れた(表 4)。 

・精玄米重は 438kg/10a と通常区(537kg/10a)より少なく、くず米重は 74kg/10a と多くなっ

た(表 5)。収量構成要素では、穂数が 312本/㎡と少なく、また、登熟歩合が 69.3％と低く

なった。その結果、精玄米重が少なくなった。 

・穂数が少なくなったのは、生育初期の生育不良により初期分けつの発生が遅く、茎数が少

く推移したことが影響していると考えられる。また、登熟歩合の低下に関しては、登熟期

間の日照不足に加え、初期生育の不良により中干しの開始が遅れ十分な根づくりができな

かったことが影響していると考えられる。 

・品質及び食味関連要素は、密苗区、通常区ともに同程度であった(表 6)。 

 

４．主要成果の具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表"#苗調査結果

苗丈 第一葉鞘長 苗令 乾物率

3456 3456 376 386

密苗区3;<6 =>?@ <?A >?> =A?A

通常区3;<6 =D?@ <?A >?@ >E?<

F通常区GHIJ管内M生育調査P平均3==S所6

区分

表"#病害虫発生状況調査-被害及0発病株率3

4567898:;< =>?4@A:

4598:;< 45B8CD4;<

EFGHI EFGJKI ELGJKI ELGMFI ELGJKI ELGJKI

試験区EQHI RSR RSR RSR RSR RSR RSR

慣行区EQHI RSR RSR RSR RSR RSR RSR

=>?4@A: 葉WXY 紋枯病
区分



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図１ 葉令の推移             図２ 草丈の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図３ ㎡当たり茎数の推移         図４ 葉色(群落)の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表"#田植時'状況

田植日 栽植密度 植付本数 植付深2 欠株率

6月日8 6株9:8 6本9株8 6;<8 6=8

密苗区6@A8 B9CD CEFA GFC AFH AFD

通常区6@A8 B9CD KCFB GFC AFH 6約CFD8

M#通常区'欠株率NO既存'RSTU活用

区分

表"#生育期

田植期 幼穂形成期 出穂期 成熟期

/月日2 /月日2 /月日2 /月日2

密苗区/672 89:; <9:8 =9> ?9:=

通常区/672 89:: <9:B =9C ?9:B

区分
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５．経営評価 

・密苗の苗箱施薬により薬剤投下量が減少した場合、気象条件等によっては葉いもち病等が発

生する恐れがある。その場合、防除にかかるコスト（薬剤費、労働費等）が増加する。 

・また、病害虫の薬剤抵抗性がつくリスクが大きく、もし、薬剤抵抗性がついてしまった場合

の対応（新規薬剤の選定等）が難しくなる。 

・このようなことから、田植同時側条施薬により確実に薬剤を投下できる技術は有効であると

考えられる。 

・密苗栽培については、箱数の削減に伴う育苗管理、田植作業に関する費用及び労力を削減で

きる効果はこれまでも実証済みであるが、今年のような田植後の気象条件や栽培管理下等に

よっては初期生育の不良による減収を考慮する必要がある。 

 

６．利用機械評価 

・側条施薬機については、確実に規定量を投下できることが確認でき、また、薬剤の補給作業

についても大きな支障はなかった。 

・直進キープ機能により田植機の操車者への作業負担は軽減される（手放し運転可能）。 

 ただし、旋回後の条のつなぎ合わせが必要であり、ある程度の操作技術は必要となってく

る。 

・ほ場耕盤の石の大小や凹凸により植付け列がずれた場合においても、直進キープ機能により

条がずれたまま植付けが進んでいくため、ほ場途中での目標地点への軌道修正が必要とな

る。 

 

７．成果の普及 

・密苗栽培に関しては、大規模経営体を中心に導入が進んでいるものの、田植同時土中施薬の

導入まで至っていない経営体が多いのが現状である。 

・今後は、担い手への研修会や現地指導等で今回の試験結果を説明することで、当該技術の普

及を図っていきたい。 

 

８．考察 

・田植同時施薬試験では、気象条件や既存の生息密度の関係で試験区、慣行区とも病害虫の発

生が見られず、十分な比較ができなかった。これまで密苗栽培においての苗箱施薬により薬

剤投下量が減少した場合、地域よっては葉いもち病の発生が確認されていることから、田植

同時施薬の効果は十分に期待できるものと思われる。 

表"#収量及'収量構成要素

精玄米重 01米重 穂数 一穂籾数 6当89籾数 登熟歩合 千粒重

@ABCDEFG @ABCDEFG @本C6G @粒C穂G @百粒C6G @JG @KG

密苗区@OPG QPR SQ PDT RRUV TSV VWUP TPUV

通常区@OPG ZPS ZW PSS RDUV PES SZUD TPUD

区分

表"#品質及'食味関連要素

蛋白含有率 34567含量 脂肪酸度 食味7=3

>?@肉眼C >?@DEFGC >?C >?C >?C >点C

試験区>LMC NMOP QQON ROM SQON SNOT QUOT

通常区>LMC NXOS QNOM ROS SQOR SUOS NPON

区分
整粒歩合



 

 

 
 
 
 
 

 

９．問題点と次年度の計画 

・今後、ますます密苗栽培の面積が拡大していくことが想定されており、面積の拡大に伴い苗

箱施薬を行った場合の病害虫発生や薬剤抵抗性取得のリスクが高まるので、早期の技術の普

及が必要である。 

 

 

１０．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側条施薬機 

除草剤散布機 

苗箱施薬処理で薬剤投下量が少なかったほ場で葉いもち病が発生（R2） 

ヤンマー社・CP8 



 

 

 
 
 
 
 


